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コロナ禍での町民のスポーツ推進・
健康増進、今後の課題は

環境整備も含めＮＰＯ法人熊野健康スポーツ振興会等と
検討していく。

A 教育長
片川 　学議員

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
等
利
用
の

ミ
ニ
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の

整
備
を
提
案
す
る
。

【
Ａ
４
】

　
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
寄
与
で
き
る
視
点

を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
増
加
・
交
流
人
口
に
繋

が
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

【
Ｑ
５
】

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

建
設
予
定
地
は
災
害
後
、避

難
道
路
が
通
っ
た
た
め
土

地
が
分
断
さ
れ
た
。
町
有

地
有
効
活
用
の
た
め
、
熊

野
テ
ニ
ス
連
盟
よ
り
幾
度

も
体
育
協
会
に
陳
情
い
た

だ
い
て
い
る
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
整
備
を
。
一
時
避
難

場
所
に
も
な
る
が
。

【
Ａ
５
】

　
復
興
に
向
け
動
き
が
あ

る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
財
政
的

な
面
も
含
め
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　
社
会
体
育
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

【
Ａ
１
】

　
施
設
利
用
者
の
把
握
、体

調
管
理
・
消
毒
等
で
対
応

し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
学
校
教
育
現
場
で
は
ど

う
か
。

【
Ａ
２
】

　
三
密
を
避
け
、手
洗
い
・

消
毒
・
集
団
編
成
時
に
お

け
る
少
グ
ル
ー
プ
化
、
行

事
時
間
短
縮
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
児
童
・
生
徒
の
熱
中
症

対
策
と
し
て
ミ
ス
ト
の
設

置
を
提
案
す
る
。

【
Ａ
３
】

　
設
置
済
み
の
学
校
も
あ

る
が
、
全
校
設
置
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　
町
民
体
育
館
進
入
路
横

の
遊
具
撤
去
後
の
土
地
に
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
ロ
ー

【
Ｑ
３
】

　
農
業
振
興
と
定
住
促
進

は
大
事
な
課
題
で
あ
る
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
問

題
で
あ
る
た
め
、
行
政
と

し
て
、
各
自
治
会
へ
投
げ

か
け
て
い
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
解
決
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
自
治
会
を
通
す
な
ど
双

方
が
、
お
互
い
に
納
得
で

き
る
よ
う
話
し
合
い
の
う

え
で
、
何
と
か
で
き
な
い

か
と
思
う
。

【
Ｑ
４
】

　
何
年
間
か
試
験
的
に
、

春
先
か
ら
秋
ま
で
の
時
期

に
、ト
ラ
ッ
ク
廻
し
・
パ
ッ

カ
ー
箱
設
置
等
、
収
集
は

で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　
収
集
場
所
ま
で
出
す
労

力
が
高
齢
者
に
は
難
し
い

面
が
あ
る
の
で
、
検
討
が

必
要
と
思
う
。

【
Ｑ
１
】

　
野
焼
き
に
つ
い
て
、
農

業
従
事
者
が
高
齢
化
す
る

中
、
負
担
に
な
っ
て
い
る

草
刈
り
、処
理
の
課
題
は
。

【
Ａ
１
】

　
草
刈
り
の
焼
却
は
、
近

所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

焼
却
方
法
の
工
夫
を
、
近

隣
住
民
に
は
違
法
な
野
焼

き
で
な
い
こ
と
を
丁
寧
に

説
明
し
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
以
前
質
問
し
た
時
と
答

弁
に
変
化
が
な
い
が
、
農

業
従
事
者
は
特
に
草
の
処

理
に
困
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
何
ら
か
の
施
策
を
努

力
で
き
な
い
か
、
放
送
を

聞
い
て
も
何
の
周
知
、
解

決
策
に
も
な
っ
て
な
い
が
。

【
Ａ
２
】

　
草
刈
の
必
要
性
、
草
を

刈
っ
て
も
焼
か
ず
、
休
耕

田
に
敷
き
込
む
な
ど
水
田

用
の
除
草
剤
で
草
を
生
や

さ
な
い
方
法
も
あ
る
と
周

知
し
て
い
る
。

小・中学生の町外派遣事業を進めてほしい

教育委員会とも連携して、協議検討していきたい。

Q

A 町　長
福垣内 邦治議員

【
Ａ
２
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交

流
も
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　
今
後
の
各
地
域
へ
の
訪

問
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も

の
は
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　
東
京
都
豊
島
区
と
の
芸

術
文
化
交
流
を
進
め
て
い

く
中
で
小
・
中
学
生
の
相

互
派
遣
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　
友
好
都
市
、
三
重
県
熊

野
市
と
の
交
流
の
中
で
何

か
で
き
る
こ
と
は
。

【
Ａ
１
】

　
熊
野
市
の
「
オ
ー
ル
熊

野
フ
ェ
ス
タ
」
等
の
「
イ

ベ
ン
ト
へ
の
相
互
出
店
」

な
ど
で
、
小
・
中
学
生
を

親
善
大
使
と
し
た
相
互
派

遣
を
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　
教
育
委
員
会
で
は
小
中

学
生
の
交
流
等
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

庁舎内のＤＸは推進されているか、システム購入は適正か

職員は基本的な技術・知識を持ち合わせている。システム購入の際は
適切で過不足のない整備に努めている。

Q

A 町　長

【
Ｑ
３
】

　
役
場
職
員
に
も
積
極
的

に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
採
用

を
進
め
て
ほ
し
い
。

【
Ａ
３
】

　
専
門
人
材
は
い
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
精
通
し

た
職
員
、
人
材
を
育
成
で

き
る
よ
う
、
指
導
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　「
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」
で
住
民
の
利
便

性
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
。

【
Ａ
４
】

　「
役
場
に
行
か
な
く
て

も
よ
い
」「
待
た
な
く
て

も
よ
い
」「
書
か
な
く
て

も
よ
い
」（「
行
か
な
い
」

「
待
た
な
い
」「
書
か
な
い
」

の
窓
口
）
な
ど
の
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務

効
率
化
が
同
時
に
実
現
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

※

７
ペ
ー
ジ
に
Ｄ
Ｘ
の
説
明
記
事

　
が
あ
り
ま
す
。

【
Ｑ
１
】

　
町
職
員
の
使
用
し
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
の
状
況
・
状

態
は
。

【
Ａ
１
】

　
庁
舎
内
で
の
業
務
で
必

要
と
な
る
基
本
的
な
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
は
す
べ
て
の
パ

ソ
コ
ン
に
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

含
む
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
「
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
分

断
し
、
担
当
職
員
の
み
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
制
限

を
か
け
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
購
入

や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
外
部
の
専
門
家
「
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

専
門
的
な
知
識
に
基
づ
い

て
妥
当
性
を
評
価
い
た
だ

い
て
い
る
。
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▲豊島区・熊野町ソメイヨシノ記念植樹
 （坂面大池周辺に植樹しました）
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野焼きによる農業従事者と一般住民とのバランスはQ

農業従事者には野焼き方法の工夫を。
近隣住民には野焼きは違法でないと説明。
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ン
化
」
で
住
民
の
利
便

性
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
。

【
Ａ
４
】

　「
役
場
に
行
か
な
く
て

も
よ
い
」「
待
た
な
く
て

も
よ
い
」「
書
か
な
く
て

も
よ
い
」（「
行
か
な
い
」

「
待
た
な
い
」「
書
か
な
い
」

の
窓
口
）
な
ど
の
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務

効
率
化
が
同
時
に
実
現
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

※

７
ペ
ー
ジ
に
Ｄ
Ｘ
の
説
明
記
事

　
が
あ
り
ま
す
。

【
Ｑ
１
】

　
町
職
員
の
使
用
し
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
の
状
況
・
状

態
は
。

【
Ａ
１
】

　
庁
舎
内
で
の
業
務
で
必

要
と
な
る
基
本
的
な
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
は
す
べ
て
の
パ

ソ
コ
ン
に
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

含
む
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
「
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
分

断
し
、
担
当
職
員
の
み
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
制
限

を
か
け
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
購
入

や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
外
部
の
専
門
家
「
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

専
門
的
な
知
識
に
基
づ
い

て
妥
当
性
を
評
価
い
た
だ

い
て
い
る
。

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

▲豊島区・熊野町ソメイヨシノ記念植樹
 （坂面大池周辺に植樹しました）

Q

野焼きによる農業従事者と一般住民とのバランスはQ

農業従事者には野焼き方法の工夫を。
近隣住民には野焼きは違法でないと説明。

A 町　長


